
 

 

 

 

 

 

６．２９佐世保空襲の日 平和集会 

  

６月２９日（木）佐世保空襲の日 平和集会をおこないまし

た。内容は、１はじめの言葉 ２佐世保空襲の説明 ３絵本「赤

いくつ」のリレー朗読 ４「くすのき」合唱 ５黙祷でした。 

前半は、集会委員会のみなさんが、スライドを使いながら７

８年前の佐世保空襲とはどんな出来事だったのかを分かりや

すく説明をしました。その時使ったスライドには、日頃見慣れ

ている佐世保駅前、市役所前、玉屋前の様子が、一夜にして大

きく変わった写真がありました。その変わり果てた写真を見

て、子供たちは戦争の恐ろしさや悲惨さを感じたことと思いま

す。後半は、先生方による佐世保空襲の様子を描いた絵本「赤

いくつ」のリレー朗読でした。先生方一人一人が平和の願いを子供たちに届けようと心を込めて朗読を

しました。この絵本の最後に子どもの靴屋のおばちゃんが貼り紙に書いた 

「こどもたちへ  赤いおくつが はけない 世の中に 二度と しないで」 

という言葉の大切さと重さを、子供たちはしっかりと感じたことと思います。黙祷の時は、２７２名が

入っている体育館から「音」が消えました。子供たちが心から平和を願う思いが高まったあらわれだっ

たと思います。 

 ６月３０日の長崎新聞「水や空に」上のようなコラムが掲載されていました。 

学校現場でも佐世保空襲について伝える難しさを感じています。しかし、平和教育は子供たちにとっ

て重要な学習です。白南風小学校では、「わかりやすく」「工夫・繰り返し」「考える機会」を大切にして

取り組んでいます。 

体育館で集会が終わった後は、教室に戻って平和に対する願いや思いをまとめました。翌日からの３
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日間、各学級の代表１名がお昼の放送で発表しました。以下その内容です。 

僕は、戦争は絶対にしてはいけないことだと改めて感じました。戦争は大切なものを奪い、焼き払う

とても悲しいことです。僕は、どうしてそんなに悲しいことをするのか分かりません。今もウクライナ

とロシアが戦争をしています。僕は何があっても人を傷つける戦争をしたくありません。だから、暴力

ではなく話し合いで解決したいです。みんなが安心して寝たり食べたり、勉強したりできる平和な社会、

世の中にしていきたいです。（６年） 

６・２９平和集会を終えて、戦争は二度としてはいけないと改めて思いました。戦争は人と人が互い

に傷つけ合う一番ひどい差別だからです。戦争で家や家族を失い、家族とご飯も食べられず、話をする

こともできなくなります。戦争で勝った方は喜ぶかもしれないけど、負けた方はとっても悲しい気持ち

になります。なので戦争は何があってもだめです。平和な街に戦闘機が飛んで来たら平和ではなくなり

ます。だから戦争をしてはいけません。平和な世界とは戦争がなく、人々が差別をしない世界だと思い

ます。これからは、差別をしないで自分の命も人の命も大切にし、平和であることに感謝しながら生き

ていこうと思います。（６年）  

ぼくは「赤いくつ」を聞いて、戦争は絶対に起こしてはいけないと思いました。戦争は人と人の「差

別」の争いだと知りました。戦争をすれば多くの人がけがをしたり、死んだりするのに、どうして日本

と他の国は戦争をしたのか不思議になりました。戦争をすると必ず、今までにない恐ろしいことが起こ

ると知ったので、戦争を始めないために、今自分にできること（友達と仲良くするなど）をしていこう

と思いました。（５年） 

私は「赤いくつ」の話を読んで、戦争は本当に怖いものだと思いました。「今はないから、大丈夫」と

少し思っていたけれど、この戦争をしていた人たちのことを考えてみるとその「大丈夫」という気持ち

がなくなりました。亡くなってしまった人も大けがになった人もたくさんいました。私たちは今も平和

にくらしているのは「幸せ」なんだと実感しました。このお話を読んで、私は二度と争いのない世の中

にしたいと思いました。（５年） 

ぼくは今日の平和集会の話を聞いて、前よりも戦争のこわさが伝わってきました。今の世の中は本当

に幸せなんだと改めて思いました。（４年） 

私は平和集会を通して、 戦争は幸せや人の命を奪ってしまうことが改めて分かりました。たくさん

の人が苦しんだこの戦争をもう二度としたくないと思いました。これから私は、差別や意地悪をされて

いる人がいたら、助けてあげたいです。（４年） 

元気いっぱいで仲良しでやさしい３年生になれるようにがんばります。戦争のない世の中になってほ

しいです。（３年） 

戦争はぜったいにしてはいけないことだと私は思いました。そのわけは人がきずつくからです。人が

きずつかないようにみんなにやさしくしようと思いました。（３年） 

ぼくは、赤いくつをきいて家ぞくをうしなうのはつらいと思いました。こわくてさみしそうでした。

（２年） 

せんそうはこわいとおもいました。せんそうをしたらかんけいない人もなくなるし、せんそうをして

もいいことがなんにもないからです。（２年） 

みんながえがおで くらせるように せかいのひとが やさしくなりますように（１年） 

わたしは、あかいくつのおはなしをきいてかわいそうだとおもいました。どうしてかというとせんそ

うでたくさんの人がなくなったからです。へいわなよの中が、これからもつづいてほしいです。（１年）  

 

６月３０日には、４年生が長崎市まで平和学習に行

ってきました。 

活動内容は、平和祈念像前で集会（全校みんなで作

った千羽鶴を折鶴の塔へ）をした後、平和公園・爆心

地公園・原爆資料館の見学でした。平和案内人の方に

来ていただき、６班に分かれて詳しい説明を聞くこと

ができました。長崎の地に行って実際の場所を見て、

専門の方から話を聞けたことは、平和について考える

よい機会になりました。 


